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　　　　　　　　　　愛 と自己犠牲 ：

星 の 王 子 さまの 死の 意眛につ い て 　第二 部

眞　柳　麻 美

Love　and 　Sacrifice：The　Meaning　of　I）eath 　in　Le　Petit　Prince

　　　　　　　　　　　　　　 ＿ PART 　ll＿

MAYANAGI 　Mami

現代社会 に対す るサ ン ＝ テ グジ ュ ペ リの批判

　サ ン ＝テ グ ジ ュ ペ リに と っ て 飛行機の 墜落は，穢れの ない 瞳を取 り戻す こ とだ けをあ らわ

して い る の で はあ りませ ん 。 そ こ に は現代性 に対す る批 判 も込め られ て い る の で す 。 批評 家

たちは ， サ ン ＝ テ グジ ュ ペ リが飛行士 と して 直接現代社会に 関わ り，そこ に存在する 問題 を

発見 した ， と言 っ て い ます 。 サ ン ＝ テ グ ジ ュ ペ リの 作 品の 中 で ， 社 会 問題 が文化的 な文脈 に

お い て 扱わ れ る場合は ，人 々 が邪悪 とな り対 立 しあ っ て い た戦 問期 の フ ラ ン ス 社会 に対す る

批判 とな っ て い ます。 サ ン ＝テ グ ジ ュ ペ リは飛行士兼作家 として 20世紀は じめ を生 きま した 。

その 時代 に人 々 は ， 社会の 工 業化 ， 現代化 ， 都市化 を経験 し ， 技術革新に よる 恩恵を受けて

い ました 。 しか し， それ と同時 に失 うもの もあ りま した 。 こ の点に関 して ，James　E 　Higgins

は 以下の よ うに書 い て い ます 。

．．this　active 　participant　in　the　machine 　age 　is．．．　sharing 　with 　his　readers 　his＿ concerns 　about

the　soul　Qf　humanity
，
　which 　seems 　to　have　been　abandoned 　as　a　result 　of　the　fast　pace　and 　over −

riding 　materialism 　of　a　new 　age ．1

（訳）機械の 時代 にお ける ，
こ の社会 へ の 積極的 な参加者 （注 ：サ ン ＝テ グ ジ ュ ペ リ）は，

人間 ら しい 魂に 関する 懸念 を読者に伝えよ うと して い ます 。 人 間ら しさは ， 新時代の 圧

lJames
　E．　Higgins，4．
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倒的 な マ テ リア リズム と慌 しさの せ い で
， 捨て 去 られ て い る よ うに見える とい うこ とを

読者 に訴えて い ます 。

　サ ン ＝ テ グ ジ ュ ペ リは作品の 中で ， 新時代の マ テ リア リズ ム に 影響 され て腐敗 した人間 の

魂 につ い て 書い て い ます 。 そ して 読者に対 し，こ の 問題 に つ い て 考え，解決す る よ うに訴え

て い ます 。

　サ ン ＝テ グ ジ ュ ペ リの 飛行士 とい う職業は 最先端技術を利用 して い ま した 。 現代性 を非難

して い るその 本人が現代の工業化社会 を象徴 して い る とも言 える飛行士だ っ た とい うこ と は ，

矛盾する こ との ように も思 えます 。 しか し ， 自分 自身が 当時の 最先端技 術 で あ る飛行技術 に

直接関わ る こ とに よ っ て サ ン ＝テ グ ジュ ペ リは，工 業の発展 に伴 う負の影響 を 目の 当た りに

する こ とがで きたの だ と思 い ます 。 サ ン ＝ テ グジ ュ ペ リは単 なる理論家 で もな く， また ， 工

業の 発晨か ら取 り残 され た偏狭で時代錯誤な人物で もあ りませ ん 。 公平 な判 断力 によ っ て ，
工

業技術 によ る利益 と不 利益の 両方を読者 に伝 えよ うと して い る の です 。 サ ン ＝
テ グジ ュ ペ リ

は ，
工 業技術 の 発展 を基本的には大 い に評価 し， その 産物で ある飛行機 を賛美 して ，

“Uavion

est　une 　machine 　sans 　doute，　mais 　quel　instrument　d
’
analyse ！ Cet　instrument　nous 　a　fait　dεcou 幅 r

le　vrai 　visage 　de　la　terre” （飛行機 は ， 機械 には相違 な い が ， しか しまた なん と微妙な分析の

道具 だ ろ う 1こ の 道具が ぼ くらに大地 の 真 の 相貌 を発見 させ て くれ る ：堀 口大學訳）と
， 「人

間の 土地」の 中で 言 っ て い ます2
。 サ ン ＝テグ ジ ュ ペ リに とっ て飛行機は，人や物 を運ぶ ため

だ けで な く，それ以上 の 機能を持 っ た 特別な道具で した。 飛行機は 人を物理 的に地上 か ら引

き上 げ ， 目に見え な い 社会の 枠組み か ら引 き離すの で す 。 そ して サ ン ≡ テ グジ ュ ペ リ 自身

が ， 世俗 の 邪悪 さか ら解放 される こ とに よ っ て 社会 を冷静 に分析する 能力 を培 っ た の で す 。

　 しか しサ ン ＝
テ グジ ュ ペ リは，飛行機 を単に賛美 した わ けで もあ りませ ん 。 技術革新の 象

徴で ある飛行機 と人間の 関係に つ い て 懸念を表 して い ます 。 20世紀は じめの 飛行機は ， 現在

の よ うに コ ン ピ ュ
ー

タ に よ っ て 制御 され た もの で はな く， 極 めて 原始的なプ ロ ペ ラ機だ っ た

ため に ， 飛行士 たちの 死亡率はかな り高か っ たの で す 。 その ために飛行士 たちは ， 自分 た ち

を取 り巻 く自然 と対峙する た め に極度な緊張 を強い られ て い ま した 。 飛行機 の乗客に と っ て

は，単なる背景に しか過 ぎない 空の 雲 ， 山の 頂 ， 水平線近 くの 大海の波などが ， 飛行士 に とっ

て は ， 致命的な危険を意味 して い ま した 。 飛行士 たち は ， 飛行士 を職業 と して選 んで しま っ

たが故に ， 自然 に潜む危険の 信号を見逃すこ とがで きな くな っ て しま っ た の で す 。

一
瞬の 気

の 緩 みが ， 飛行士 の 命を奪 うこ と になるか らで す 。 サ ン ＝
テ グジ ュ ペ リは ， 以下 の よ うに表

現 して い ます 。

2Antoine
　de　Saint−Exupery，　Terre　des 乃omme （Paris，　Gallimard，1939），54．
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La　machine ，　qui　semblait 　d’

abord 　ren　6calter，　le　soumet 　avec 　plus　de　rigueur 　encore 　aux 　grands

probl6mes　naturels ．　 Seul　au 　milieu 　de　vaste 　tribunal　qu
’
un 　ciel　de　tempete　lui　co 皿 pose，　ce　pilote

dispute　son 　courrier 　b　trois　divinit6s　616mentaires
，
　la　montagne

，
　la　mer 　et　l’orage ．3

（堀口大學訳）

最初 は ， 彼 を自然 界の 大 問題 か ら遠 ざけそ うに思わ れた機械 の 利 用が ， 反対に彼を い っ

そ うきび し く， それ らの 問題 に直面 させ る こ とにな る 。 自分 に向か っ て暴 風雨 の 空が決

死する，広大 な法廷に た だ一
人で 立 っ て ，こ の 操縦士 は，自分 の 郵便物を ， LLI岳 ， 海洋 ，

雷電 と名の つ くこ の 三 つ の ， 劫初依頼の 神 々 に対 して争 うの で ある 。

　最先端技術で あ る飛行機 とそ の 操縦士 は ， 自然 に対 して 戦 い を挑 む （
“ dispute”）こ とを余儀

な くされて い ます 。 本来， 自然の 脅威 に打 ち勝 ち ， 人 々 の 生 活を よ り安楽な もの にす る とい

う目的の ため に発達 して きた技術の ，ま さに そ の 発達に よ っ て ，入間が ，か つ て は存在 しな

か っ た種類の 困難に立 ち向か わなけれ ばな らな くな っ たの で す。 人 々 は工 業技術 を発達 させ ，

自然 の 驚異 に打 ち勝 ち ， 人 間の 限界 を打破す るための新 しい 実験 の 実験台に させ られたの で

す 。 サ ン ＝テ グ ジ ュ ペ リ は，現代 にお け る技術の 発達が孕 ん だ 矛盾を指摘 して い る の で す 。

　 しか し ， サ ン ；テグ ジ ュ ペ リが批判 して い る の は，技術その もの で はあ りませ ん 。 サ ン ＝

テ グジ ュ ペ リは ， 自分た ちの欲する もの の価値 を吟味する こ とな く，そ の 欲望を満た すた め

だけに技術 を使 う人 々 を揶揄 して い る の で す 。 彼 は言 い ます 。

L’usage 　d’un 　instrument　savant 　n
’
apas 　fait　de　toi　un　technicien　sec．11　me 　semble 　qu

’ils　conf6ndent

but　et　moyen ，　ceux 　 qui　 s
’

effraient 　par　trop　de　 nos 　progr色s　techniques ．　 Quiconque　lutte　dans

1’unique 　cspoir 　de　biens　mat εdels，　en　ef「et，　ne 　r6colte 　rien　qui　vaille　de　vivre ．　 Mais　la　machine

n
’
est　pas　un 　but．　 L’avion 　n

’
est　pas　un 　but； c

’
est　un 　outil ．4

（堀 口大學訳）

精巧な機械 を駆使する こ と は
， きみ を決 して 乾燥無味な技術者に は し なか っ た 。 現代技

術の あま りに も急速な進歩 に恐れ をい だ く人 々 は， 目的 と手段 を混 同 して いる よ うに ぼ

くに は思 われ る 。 単に物質上の 財宝 をの み希求 して い る者に
， 何

一
つ 生活に値する もの

を つ かみ え ない の は事実 だが ， 機械はそれ 自身が 決 して 目的で は ない
。 飛行機 も目的で

はな くて
一

個 の 道具 なの だ 。

3Terre
　des　Hommes ，30．

4Terre
　des　Hommes ，49
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技術 に よ っ て 人々 を根 本的 に変 える こ とは決 して で きませ ん 。 機械 は人間 を制御す るための

もの で はあ りませ ん 。 サ ン ＝
テ グジ ュ ペ リは ， 機械は単 なる

“

outil 　（道具）
”

で あ り， 人間 は

その 道具 を正 し く使 う方法を決め なけれ ばな らな い ， とい うこ とを読者に 自覚させ よ うとし

て い ます。
二 つ の 大戦で ， 最先端技術 は破壊力 として使われ ま した。 そ の ため ，

工 業技術の

進歩そ の もの に恐 れ を抱 く人 たちは ， 工業技術 が人々 を隷属 させ るほ どの力 を持 ちか ね ない

と考えます 。 しか し ， 戦争が引 き起 こ され ，
工 業技術が 間違 っ た使わ れ方をした の は ，人 々

が邪 悪な考え方を持 っ て い る か らで す 。 結局工 業技術は ， 人 々 の 発明とい う才能の 単なる産

物で しか あ りませ ん 。 工 業技術 を所有する人 間は ， それ に対 して道徳的な責任を持ち ， 工 業

技術 を正 し く使わ なけれ ば い けな い の で す 。 サ ン ＝ テ グジ ュ ペ リは
， 人々 がそ こ を見落 と し

て い る と考 えて い ます 。 人 々 には ， 真の 幸福の た め に工 業技術を使 うた めの 道徳が欠けて い

る の です 。 そ して 工 業技術の 真新 しさ に興奮 しす ぎて ，その 使 い 方を吟味する こ とが重 要で

ある こ とに気づ か な い の で す 。

　こ の よ うなサ ン ＝
テ グジ ュ ペ リの 批判的な視点は

， 「星の 王子さま」に も反映されて い ます。

こ の 物語の 中で は ， 飛行機が ， 飛 ぶ こ と は決 して あ りませ ん で した 。 本来は人 々 に大 きな利

便 を もた らすはずの 飛行機が ， 人の 世界か ら隔絶 された砂漠に墜 落 して しま っ たため に ， 飛

行士 で ある語 り手は
“
une 　question　de　vie 　ou 　de　mort （生死 を分 ける問題）

”

に直面 して しま っ

た の です 5
。 「星の 王子 さま」の こ の 始 ま りは ，

工 業技術の 革新 に伴う危険を忘れない よ うに

警鐘を鳴ら して い る の で す 。 こ の 語 り手は
， 沙漠 に飛行機が墜落 した こ とに よ っ て ，星 の 王

子さ まと出会 い
， か つ て手に した こ との な い よ うな友情を王子 さ まと発展 させ ます 。 王子さ

ま との 出会 い の 直後 に飛行士 は ，
こ の 少年 が穢 れ た大 人 たち には見 る こ との で きな い

“

un

616phant　dans　un 　boa ”

（大蛇の お腹の 中 に い る像）を見抜 く純粋 な眼 を持 っ て い る こ とに気づ

きます6
。 こ の 逸話 を通 して サ ン ＝テグ ジ ュ ペ リは ，現代の 読者に対 し ， 王子 さ まの 惑星間旅

行の 逸話か ら読み 取れ る風刺を理解する ため の 準備 を させ て い る の で す 。 王子 さまは ， 大人

が それ ぞれ一人ずつ 住ん で い る小 さな惑星 を旅 します 。 大入 たち と小 さな王子 さまとの会 話

か ら ， サ ン ＝
テ グジ ュ ペ リの 現代人 にた い す る風 刺が徐 々 に明 らか にな っ てい きます 。

　 し か し
， 無垢 な少年の こ の 惑星 間旅行 を分析 する 前 に ，「人 間の 土 地」 （Terre 　des

Hommes ）とい う随筆に見 られ るサ ン ＝テ グ ジ ュ ペ リの思想 に つ い て 議論 した い と思 い ます 。

こ の議論 に よ っ て ， 後に 論議 され る 「星 の王 子 さま」に み られ るサ ン ＝
テ グジ ュ ペ リの 風 刺

が理解で きる と思 い ます 。

5PP ，11
fi
　 PP ，14
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「人間 の 土 地」に見 られ る批判

　工 業技術の 発展に影響され なが ら変化を続ける環境に よ っ て ， 人 々 は盲 目的に なっ て い ま

す 。 車や 電車 ， 飛行機 とい っ た新 しい 輸送シ ス テ ム の 迅速性 の影響で ， 人 々 は 互 い の 関係 を

深 め る間 もな く擦 れ違 っ て い きます 。 また人 々 は ， 新 しい 種類の 仕事に従事 しなが ら ， 新 し

い 社 会 の 新 しい 慣 習 に適応 しなければな らな くな っ て い ます 。 サ ン ＝ テ グジ ュ ペ リはこ の こ

とを次の よ うに言 っ て い ます 。

Chaque　progr6s　nous 　a　chass6s 　un 　peu　plus　loin　hors　d
’habitudes　que　nous 　av 孟ons 註peine　acquises ，

et　nous 　so   es 舳 blement　des　e血 gr跚 ts　q唖 n
’
ont 　pas　fond6　encore 　le即 韻 ie．　Nous　so   es

tous　de　jeunes　barbares　que　nos 　jouets　neufs 　6merveillent　encore ．7

（堀 口大學訳 ：進歩の
一

つ
一

つ が ， わずか にぼ くらが体得 しか けた習慣の外 へ 少 しずつ ぼ

くらを追い 出 したの だ 。 だか ら ，
い わ ば ぼ くらは

， 故 国か ら離 れは したが ， まだ新 しい

国家を形成す る にはい た らない 移民 た ち と同 じよ うな もの なの だ 。 僕 らはす べ て
，

い ま

だ に新 しい 玩具が お もしろ くっ て た まらない 野蛮人の 子ど もた ちなの だ 。）

　若 くて 未成熟 な人 々 は ， 自分 を取 り囲む新 しい 環境 と ， 自分た ちの 手 に した新 しい 道具 に

興奮す るあまり，その 道具 を正 しく使 うこ とがで きない の で す 。 サ ン ・＝
テ グジ ュ ペ リは続け

て 次の よ うに言 っ て い ます 。

Ainsi　dans　rexaltation　de　nos 　progr6s，　nous 　avons 　fait　servir 　les　hommes 註 1’6tablissement　des

voies 　ferr6es，乱1’6rection　des　usines ，　au 　forage　de　puits　de　p6trole．　 Nous　avions 　un 　peu　oubli6

que　nous 　dressions　ces 　constructions 　pour　servir　les　hommes ．　 Notre　morale 　fut，　pendant 　la　dur6e

de　la　conquete
，
　une 　morale 　de　soldats ．8

（堀口大學訳 ：

こ うして進歩の 熱に うか され て ， ぼ くらは多 くの人 を鉄道の 敷設や ， 工 場の 建設や ， 油

井の 掘削に従事 させ た 。 そ の 間ぼ くらは ，
こ れ らの 施設 を行 うの も ， 結局は人間の ため

に する の だ とい う事実 をい さ さか忘れが ちだ っ た 。 征服 が続け られた あい だ じゅ う，
ぼ

くらの モ ラ ル は ，軍人の モ ラル だ っ た 。

現代の 人々 は
，

工 場や 鉄道 ， 油井を建設する こ とに熱狂 し ， 自分た ちの 品位 を下げて い ます。

そ して ， 自然の 中で平和 に暮 らして い たか つ て とは違 い
， 健 全な人 間で はな くな っ て い るの

Ol尸
DFO”

∬

7
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です 。 人 々 は工業技術 の 進歩 と い う名の 奴隷 シ ス テ ム に組 み込 まれ ， 道徳観念 を失 くして い

ます 。

　 さ らにサ ン ＝ テ グ ジ ュ ペ リは ， 現代人が 制御 し きれ な い ほ ど貪欲に な り， 所有 に対する欲

望 を満 たすた めだけに 生 きて い る と嘆 きます 。 現代人 は本能 に よ っ て の み生 きる野生生物 よ

りも劣 っ て い る と こ の 作家は書い て い ます 。 彼 は， 自然の 産物の み に よ っ て 生 きる野生動物

で ある声 η6曲 （フ ェ ネ ッ ク ：砂漠に 生 きる小 さな きつ ね）の 例 えを挙 げて い ます 。
こ の 小 さ

な きつ ね は， 自然 と共存 しなが ら生 きよ うと して い ます 。 こ の きつ ねは ， 木に住ん で い る か

た つ む りをすべ て 食べ つ くすこ とは せ ず ， か た つ む りが繁殖 して 数を増や して い ける よ うし

て い る の で す 。 サ ン ＝
テ グジ ュ ペ リは ，

こ の 小 さな野生動物の 知恵に感銘 を受け ，

“ S ’il　se

rassasiait 　sans 　precaution，
　il　n ’y　aurait　plus　d

’
escargots ．　S’il　n ’y　avai 亡point　d

’
escargo ，　il　n

’
y　aurait

point　de　f6nechs （堀口訳 ：彼が もし， 手当た りしだい に ， たべ て い っ たので は ， や がて蝸牛は

絶滅 して しま うはずだ 。 もし蝸牛がい な くな っ た ら， フ ェ ネ ッ ク も存在で きない はずだ 。 ）
”

と

書い て い ます9
。 サ ン ＝

テ グジ ュ ペ リは ， 自然か ら読み取れ る メ タ フ ァ
ーを人間にあて は めて

い るの で す。 人間 は ， その 事実に なかなか気づ きませ んが ， あらゆる もの を盲 目的に消費 し，

自らの 絶滅 に 向か っ て い る の で す 。

　サ ン ＝
テ グジ ュ ペ リは ， 道徳 と知恵 を失 っ た現代人 に対 す る懸念 を示 して い ます 。 彼の 目に

は ， 人 間は
，

“ fourmili色re 　humaine （人間の 蟻 の 巣）
”

に住む小さな蟻 とな り， 自分た ちの 行動

を省察す る こ となく野蛮な欲望 に従 っ て 生 きて い る ように見 えて い ます
10

。 人々 は，自分たち

の欲望が ， すべ て を破壊 しつ くそ うとして い る こ とに気づ い て い ない のです 。 サ ン ＝ テ グ ジ ュ

ペ リは繰 り返 し，

“ Je　ne 　comprends 　plus　ces 　populatiens　des　trains　de　banlieue，　ces 　hommes　qui　se

croient 　des　hommes
，
　et　qui　cependant 　sont 　r6dUits

，
　par　une 　pression　qu

’ils　ne 　sentent 　pas，　comme 　les

fourmis
，
　a　l’usage 　qui　en 　est　fait” （堀口訳 ： ぼ くに は もう理解がで きない ，あの 郊外列車の 市

民たち ， 自分で は人 間だ と信 じて い るが ，じつ は彼 らの 感 じな い 圧力に よ っ て ， その 用 途か ら

い うと蟻の よ うな もの に退化 して しま っ たあの 人たち を 。 ）と言 っ て い ます
11

。

“R6duit”

（矮小

化 した）人 々 は ， もはや 自分たちの 生を生 きて はい ませ ん 。 サ ン ＝
テ グジ ュ ペ リは，

“Dans　les

villes
，
　il　n ’y　a　plus　de　vie 　humainel’（堀口訳 ：都会に はすで に 人間の 生活は な くな っ て い る）

と書 い て い ます
12

。

　蟻 の よ うな現代人 は ， 急速 に成 長する 輸送 シ ス テ ム を利用 して 都会 に集 ま り， 物質 的な所

有 だけ を求め て い ます 。 所 有権 を侵害 され まい とす る彼 らは 自己 中心 的 とな っ て孤 立 して い

ます 。 サ ン ＝テ グジ ュ ペ リは ，この 側面 を
“En　travaillant　pour　les　seuls 　biens　materiels ，　nous

9TS ，134　 Accordingly，　Saint−Exup6ry 　uses 　the　F6nech，　small 　fox，　 as　a　wise 　thinker　who 　gives　the　little　prince　the

　famous　axiom
“
en 　ne 　voit 　bien　qu

’
avec 　le　coeuL 　L’essentiel 　est　invisible　pour　Ies　yeux

”in　Le　Petit　Prince
1° TS，6711TS

，150
12TS ，149
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batissons　 nous −memes 　no 肛e 画 son ．　 Nous 　nous 　enfermons 　solitaires
，
　avec 　no 粧e 　monnaie 　de　cen 〔ire

qui　ne 　procure　rien　qui　vaille 　de　vivre ”
（堀口 訳 ：物質上 の 財宝だ けを追 うて働 くこ とは ，わ

れ とわが牢獄を築 くこ とに なる 。 人 はそ こ へ 孤独の 自分を閉じ込 める 結果に なる ， 生 きる に

値す る何 もの を も購 うこ との で きな い 灰 の 銭を抱 い て 。 ）と言 っ て 批判 して い ます 13
。 こ の 孤

立化 は ， 自然 と共生 して い た現代 よ り以前にはあ ま り見 られなか っ た こ とで す 。 サ ン ＝ テ グ

ジ ュ ペ リは ，
“Dans　un 　monde 　oti　la　vie 　rejoint 　si　bien　la　vie

，
　oh 　les　fleurs　dans　le　lit　meme 　du

vent 　se　melent 　aux 　fleurs，　oti　le　cygne 　conna
”
t　trous　les　cygnes ，　les　ho皿 es　seuls 　batissent　leur

solitUde
”

（堀 口訳 ：生命が い か に も気 や す く生 命に 出会 い
， 風 の ベ ッ ドの 中に あ っ て さえ花 と

まじり，
一

羽の 白鳥は他の あらゆ る 白鳥 と知 り合い の ，こ の 同 じ世界 に棲み なが ら ， ひと り

人 問だ けが ， 自分 の 孤独 を築 きつ づ けて い る 。 ） と言 っ て い ます 14
。 サ ン ＝

テ グジ ュ ペ リは ，

現代の社会 に生 きる人 間の利 己的 な特性 と孤立化 を批判 して い るの です 。

「星 の王 子 さま」に見 られ る風刺

　 こ の種類の 批判が 「星の 王子 さ ま」の 根底 に も流 れて い ます 。 こ の 物語 の 中で は現代 人の

邪悪な側面が ，

“
grandes　personnes （大人）

”
に象徴 され て い ます15

。 現 代社会の 大人 た ちは あ

ま りに も盲 目的 で ，

“

serpent 　boa （大館）
”

に飲 み 込 まれた 目に 見 えな い
“
ヨφ加 彫 像 丿

”
を見

る こ とが決 して で きませ ん 16
。 こ の 象 は純粋 な心 を持 っ た子供に しか見 えない の で す 。 大 人た

ちは
， 目で 見る こ とがで きて ，手で 触 る こ とがで きる もの に しか興味を持 て ませ ん 。 手 で触

れ る物質 とお 金 とで 自らを満足 させ よ うとする た め に
“les　rap 　ides （特急電剥

”
で 行 っ た り

来た りしなが ら忙 しく動 き回っ て い ますが ， 自分た ちが 本当に欲 し い もの が何で ある の か は

分か っ て い ませ ん 17
。 そ して物 質とお金が真の幸福 と精神的な満足感 を もた らすこ とはない と

い うこ とに気づ きませ ん 。 サ ン ＝テ グ ジ ュ ペ リは，：
“ils　ne 　savent 　plus　 ce 　qu

’ils　 cherchent ．　 Alor

ils　s
’

agitent 　et　tournent　e皿 rond （人 々 は もは や，自分た ちが何 を探 して い る の か分 か らな い
。

それ で み ん なが ， 落ち着 きな くくる くる と走 り回 っ て い る）
”
と表現 して い ます

18
。 彼 らは ，

出口 の な い 迷路の 中で 迷子 に な っ て い る の です 。

　サ ン ＝
テ グ ジ ュ ペ リは

， 無 垢 な子 供 の 視 点 か ら迷 路 に迷 い 込 ん で しま っ た
“

grandes

personnes（大人たち）
”

を風刺 して い ます 。 「大人た ち」は ，年を と り社会の 評価シ ス テ ム に

影響 され る に つ れて 人 間に とっ て最 も大切な もの は何か とい うこ とを少 しずつ 忘れ て い きま

す 。 彼 らは ， 美 しい もの をそ の まま評価 する代わ りに ， 美 しさを表現する ため の 特別な言語

13Z
∫，3514Z
∫，57

15Le
　Petit　Pr 言η Cε，9

エ6PP ，10
17PP ，80
1呂 PP ，80
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を使 うよ うに な ります 。 サ ン ＝ テ グジ ュ ペ リ はこ の こ とを以下の ように皮肉っ て い ます 。

Si　vous 　dites　aux 　grandes　personnes：
“J’ai　vu 　une 　belle　maison 　en 　briqlles　roses ，　avec 　des　gera−

niums 　aux 　fenetres　et 　des　colombes 　sur　le　toit＿”

elles 　ne 　parviennent　pas　ti　s
’imaginer　cette 　maison ．

Il　faut　Ieur　dire； “J’ai　vu 　une 　maison 　de　cent 　mille 　francs．”Alors 　 elles 　s
’
さcrient ：

‘
℃ omme 　 c

’
est

joh！
，，19

（訳）　 もしあなたが大人た ち に ， 「僕 ，
ピ ン ク の レ ン ガの綺麗な家 を見たん だ 。 窓に は

ジ ェ ラ ニ ウ ム が置い て あ っ て ， 屋根の 上 に はハ トた ちが い て ね……」とい っ て も， 大人

にはそれが ど の よ うな家なの か想像で きませ ん 。 大人た ちには 「10万 フ ラ ン相当の 屋敷

を拝見 しま した1 と言えば ， や っ と 「そ れは大変け っ こ うなお屋敷で すね 凵 と興奮す

る の で す 。

「大人た ち」は
， お金の価値 しか評価 しない の で す 。 彼 らに とっ て 花や鳥 ， 美 しい 色は

， 評価

の 対象で は あ りませ ん 。 子供時代 に は持 っ て い た は ずの 想像力 と美的感覚を失 っ て し まっ た

「大人 たち1は ， 物価 や 数字に置き換 える こ とに よ っ て しか物事を理解する こ とがで きませ ん 。

現代 の 資本主義社会に生 きる大人た ちの 価値観は
， 経済シ ス テ ム に基づ い て い ます。 サ ン ＝

テ グジ ュ ペ リは
， 現代の こ の よ うな側面を嘆 き，風刺 して い る の で す 。

　現代人 に対するサ ン ＝テ グ ジ ュ ペ リ の 風刺 は，星の 王子さ まと小 さ な惑星 に住む大人た ち

との 会話か ら読み 取る こ とがで きます 。 王子 さまは 自分の星 を旅立 ち ， た くさん の惑星 を訪

れ ます 。 そ して ， 精神的な満足 感を どうす れ ば得 られ るの か とい うこ とを知 らない 大人た ち

と出会 うの で す。 王子 さまが初め に出会 っ た王様 は
，

“1’autorit6 （権威）
”

しか 評価せ ず ， 自

分が ，

“le　droit　d’exiger 　1’ob6issance （服従を要求する権利）
”
を持 っ て い る と信 じて い ます

oD
。

こ の 世の 全 て を服従させ る こ とが で きる と主張する王様の権威 に 感心 した王子 さまは王様 に ，

太陽 をす ぐに沈ませ て欲 しい と頼み ます 。 しか し王様は ， それな らば太陽が沈む まで 待た な

けれ ば な らない と答えます 。 こ の 王様は ， 太陽が沈む ときにだけ太陽に沈め と 「命令」で き

る の で す 。 王様は
， 愚か し い 妄想に よ っ て 宇宙に存在するすべ て の もの を支配 して い る と信

じ ， 人々 が 自分の 命令に服従する ため だけに存在 して い る と想像 して い るの です 。 この 王様

の 想像力 の 使 い 方 は ， 純粋 な心 を持 っ た子供 たちの もの とは全 く異 な ります 。 次 に王子 さま

が 出会 っ た大人 も ， 王様 と同 じような特徴 を持 っ て い て
， 自分 以外の 人 聞が彼 を誉め るた め

だ けに存在 して い る と信 じて い ま した 。

　王様 と うぬ ぼれ男は ， 人間が 自己中心 的 な特性 を持 っ て い るとい うこ と， 自分 たち を取 り

巻 く他 人 に も尊重 される べ き自我が ある こ とに気づ か ない もの だ とい うこ とを象徴 して い る

19PP
，20

20PP ，40
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の で す 。 Drewe     n は，王様の こ の よ うな精神状態を以下 の よ うに表現 して い ます 。

It’s　typical　of 　such 　seni 正e　monarchs 　that　they　always 　have　to　be　judging，
　condemning

，
　and 　sen −

tencing　people；a皿d　they 　won
’
t　accept 　correctio 皿 ．　 The 　armoT 　of 　their　prejudices　is　impenetrable．

＿One 　of　the　sad 　points　made 　by　this　fairy　tale　is　that　nowhele 　in　the　story 　do　we 　get　even 　a

hint　of　how　the
‘‘big　shots ”

（adult 　human 　beings）might 　possib］y　undergo 　a　positive　transforma −

tion．　 Their　incapacity　for　dialogue，　their　spiritual　isolation，　their　narcissistic 　ghettoes　know 　no

bounds．21

（訳）年 をと っ た専制君主が ， 人 々 を批 評 した り， 非難 した り， 罪を定め た りし て ，他者

か らの訂正 は受け入れ な い とうこ とはあ りが ちなこ とです。 そ うい っ た君主 たちの偏見

とい うよろ い を貫 くこ とはで きませ ん 。 こ の 物 語の ひ とつ の 悲 しい 点 は ， 果 た して 大人

が 良い 方向に変化 を遂 げる こ とがあ る の か と い うこ とに関 して は ，
こ の 物語 の ど こ にも

答えら し きもの が 見当た らない とい うこ とで す。 大人た ちは 限 りな く，対話をする 能力

に欠 け ， 精神的 に孤立化 し， 自己愛 的 なゲ ッ トー
に立 て こ も っ て い ます。

こ の よ うな大人 た ちの 性質を ， 無垢な子供 は理解で きませ ん 。 王 子 さ まは惑星 を去 る と き ，

“
les　g〔andes　personnes　sont　bien甜 anges （大人たち はすご く変わ っ て るな）

”
と言 い ます 22

。 王

子 さ まの この 言葉が ，サ ン ＝テ グ ジ ュ ペ リの現代の 人 々 に対する風刺を最 も良 く表現 して い

ます 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈つ づ く〉

（まや なぎ 　まみ 　本学非常勤講 師 ・英語）

21　Drewermaiin，29
22PP

，41
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